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務少年議 室童話23-1111内線501 
く〉青少年相談 ・毎日 9時-16時3日分〈土は11時まで〉

類全i上会館 霊童話33-2333
。心配むと椙談 餓車月曜日仁欝5を除<)13時-15時
Q母子相談毎週月曜日~金曜日 9時-15時30分

毎週月曜日~金曜臼 9時-16時
銭 B 9時ぬ分-16時 仁土は12時まで〉

教育研究所 穣話33-5535
く〉教育相談電話予約制〈呂時が指定される〉

泉市合路線談 4月25滋〔金)13持-18碍
平器駅北口交番前パスの中で相談をうける。

市民相談窓 霊童話23-1111 内線293
。人権法揮、行政苦情相談.4月15日仁火) 5H 6臼 C火) 13時-160寺

o一般法種相談 ・5月 1自〈木) 5月13臼 Eゾく 13時-16時
予約制(電話で可〉

13時-16時
予約制〈龍話古河〉

13時 -16時

13時-16時

13時30分~日時

9時30分-16時

9時-16時

10時-15時

• 4月22日 E火〉

.5月 9臼〈金〉

・4月15日〈火〉

• 4H17日仁木:)5月15日仁木3

. 5月 8臼仁木〉

⑤毎週月水木金調日

.毎週木曜日

。宅地建物相談

。登記相談

。住宅相談

。下請耳目路回晶っせん

O定例年金相艶

。一般市異相談

。消費生活相談 民受け付けは栂談開臨時間から
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301~ 500 

501~ 1， 000 

1， 001~ 3，000 

3， OO!~ 5，000 

5， 001 ~ 10， 000 

10， 001~15， 000 

15， 001 ~20， 000 

20， 001~25， 000 

25， 001~30，∞0 

3仏 001~35，。∞

35，∞1~40， 000 

40 加1~

納税相談は市役所]踏の番の窓口で行。ています

31 

資金檀違 綬君主額 年来且幸運

。小企韓遼転資金 20C乃i'P3 7.6部地
。運転資金 中小企業者 500万円
協同組合等 1000万円 1年以内♂ 7.91語以内他
。設備資金 中小企業者 5∞万円
協同組合等 3，∞0万円 8，3舟i以内
。縫清変動特別揖金 5∞万円 7，6冊以内

。揖税韓宝嬬等近代損金 000万円 旦3特色内
。公欝除去数輔賞金 1，000万円 8.4帯以内
。璃難所立地適正化資金 3，C∞万円 8，4帯以内

。融構対韓 市内十こ事業所があ1:>1年以よ長齢楚して

同一業種を営んでいる中小企業者または、協同組合

等で市貌の滞納がない乙と。また、金融機関から取

り弓i君停止!>1l5ケを受けていると対象にならない。

平埋市では従来1J>ら中小企業を対
象に遼転資金や設備費金などを貸し

付ける「中小企業融簡倒度J""'誼け
ている。む利用者。

φ申し込み市役所由工諜へ。なお
ζ白融資自他に、市または県白融資

制度を利用した揚舎に、信用保証補

助利子補助などの樹度も行ってい

る。

φ取自扱い金融機関平謹信用金閣
潟帯信用組合、中南信用金属、中長

信用金盤、芽タ蝿信用金蝿

4砂降い合わせ先詳しい己とは市役

所筋工課〈察軍務23-1111 円融548、
550)へおたずねを



1:;:鎚木市 3臼f笥(9時-18時〉東は埼玉県安行市から、四は静
岡県浜北市までの植木星さんが番加して、それぞれの底を出ナ。

公緩*のセ I)F甘 4月29日(15時-16時〉 緑化まつD槙京市
l亡害加した出活業者iJ"植木を市民に安い値段でセ')1轄してもらう。

す懇の掬談議~ 4 月幻日、 29B く 9 時~16時〉 県から講師を招
いて、金場で盟己る苗木の植草摺濯について指導、防音するp

1:;:模範花壇 3 臼間 (9時~18時コ 平揮農業高校の生徒による
模範花療を会場にニか所設置して、市民の呂を楽しませてくれる。

合喜草花鉢物却予告 3 日間 (9時~18時コ 盤芸協会や花島組合に
よる草花等の卸売。

古巣木の滋毅 4 月27日 (9時10分~9持30分〉 縮問地忍造閣
議者が子供たち¢学習に一助とするため、者邸主主特県巴県の木をと八幡

山公閣に植樹するロ今年は、和歌山県ほか9県の木在植載。

安祭土の霊E司君 4月28B00碍~]2時〉
配布するE置は、 15∞人分先着順で配時ずる。市で用意するピニーノレ
袋 1袋ずつ。

女平Eの綾子配布 4月幻E1 29日 (9時-12時〉 平塩ライオ
Yズクラブの協力により、会場内に訪れたみなさんに先着服に花の

種(百日草〉を2臼間で400C器配布する。

古巣箱づくむ教室~ 4 月27 日、 29日(10時'~16時〉 ロータ3
ークラブ協力により、児輩、生徒、一般の方を対象に、単箱づく D
教室主を涜〈。費用 300F1oノコギ')、カナYチを用意すると便矛iι
会翻普の蕊木配布 4月28白(1蹄-12時〉 寄贈された苗木

観主'0'¥スで市の施設を見て呂る、施設昆学会、を今

年度も行う。見学を希望される殴悼は、早めに申し込

みを。

なお、一度利用された応体は、なるべくとき遠慮を。

新規窃悼を鍵先ずる。多い場合は指せん。

来世1へを対象とした施設見学会は、おって葬第ずるの

で、 1しばら〈お待ちを。

。主な見学先大神清掃作考詰語、短大とみ誼路噛壇場

東部ポンプ場、梢防総合罫線tll号、競輪場、学校給食共

同調理場、魚市場、主霊園、福祉会館など。

o問い合わせ市秘書広報諜広報担当 (23-1111 円融 314)
重量

で

家族そろって入りましょう

⑧小中学校等での加入!立中止

'"? 
t間島

54年度から小中学校、幼稚犀章、楳青島で町

一括加入は仔わないe家庭で加入しょ ')0

⑧料金iま..・おとな1人時額 3∞円

・ζ ども〈中学生以下)1∞円
・老人 (70揖以上〉身障者、精
簿者 2∞円

⑨申し込みは掛金をそえて申し込めば

代理人でもすぐに加入できる。市役所、市

内各還を協、銀行で受け吋け℃いる。

担当 市安5車盟主主主穣
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仁
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。
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架
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ら
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な
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!
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わ
せ
て
さ
ら
に
ご

車
綿
の
樹
投
蝦
け
る
計
盟
で
す
白

く〉職種...・消防士吉苦ヱF名

。受験資格迂昭和31年 4月2臼以降に
生まれた鍵麗な興子で、学校教育法犯よ

る大学、短期大学、高等学校を昭和54年
3月以降卒業した方。

cl:市内居住者または採用俊市内に唐使で

きる方q ただし、隣接市町で通勤可能な

方は、乙の綬りではない。

cr身長160曲以上、体輩出回以上および
胸囲8日開以上の方。
。申し込み 申込書と受験禁 C消紡京都
にある〉を本次が密接情紡車部庶務課〈篭

話23-1111内輯387)へ持参する。
。受付期務 4 月21 日 ~30日まで。

第241ill平塚市労働祭ソフトボーノレ
大会t士、プロックごとの予選によ

り選出された代表8チームの参加
で関かれる

5月11臼 (羽〉 草書寺~

市箆スポーツ広場

担当主主活課生活持

T E.L 23-1111 内輯263

とき

ところ

ia 
捨て犬、捨てね*

増加と、犬ね乙 Eが
による危害を紡ぐため、今月も次の臼程で不~ T 
府犬、不用ね乙E巡回収容を行う。)て
当日、犬ね己を出される方は「印かんJr犬 j区
の鑑札J r注射「揮票I r愛犬手帳j を持葬の j
うえ会場へお出かけを。なお、収容車の停留?義

時間は、 1出合間なのでお間違いのないよう 3
に。また、むζは瞭袋かダンボール桔に入れ t
ていただきたい。 g

5月10s(土) 1 
9 : 00 松原公民館 9 : 20 須賀公民館 3 
9 :剖花7J(公民館 10:00 富士見公民館 F
10: 30 中原公民館 10:55 旭公民望宮 f 
11 : 15 吉沢公13!1!宮 E 

日一一一一

誰でも自由に利用できる。種包はパス

ケット、パレ 、パドミントン、卓球。

パドミントy、卓球のラケット、シャトノレ、

ポーんは各自持容とする。

ヰ月21箆(月〉午後1待-8s寺
5月12認(月〉グ
5 Jl19s (月〉か
なお、趨霊訪〈円コ ιとはき〉と運動のでき
る続殺で審加する己と。

4 月~6 月 婦人品プフづくり教室

4 Ji27日 ゲートボール教室

5月13日 婦人卓球大会

5月初日 ゲ守トポ F ル教室長

6 月 6~8 日 市民笠山

6月15日 市民曜康まつり

7 月26~.29 日 第17回少草野球大会
7月-9月 掃入品力づくりあ室

自汚16日 摺14田少年少女京掠大会
9月 7、14日 第29殴市長諌住合部育大会
9月3013 掃人テニストーナメント

10月19日 第四回'Y'<手'Y'fr剣道大会

10.F1-12月 捕人体力づくり教室

10月16日 帰人パレーポ」ん大会

11月16日 月例少年マラyy大会
11月 2日 揖〈運動中央大会

11月23、30臼 第17問実業毘揮育大会
12月 J~5 自 社交ダンス講沼会

12月14日 月初Jjマ手マラソン大会

1月11日 第27回肉料一周駅伝大会
1月18日 算 20El実業ClJ駅伝大会
1月15臼 月勿Uj.-"'i手マラYン大会
1 月23~27日 第沼田市民スキ」講習会

1月-3月 踊入品ブフづくJ)鍛室

2月15日 月例少年マラyy大会
3月15日 第11@J';}'i手マラyy大金
3月 8日 鍵躍ヨンニYグ
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1:<おたのしみ子供交歓会
楽しをいっぱいf高杉足主のおにいさん、お
ねえさんと一緒にあそぼう。

• 5月11B C臼コ午後 1 時~6時。
・第1部 人形爵jや影絵でみんなの喜多をふ〈
らまそう固

・揮2部ゲームや楽しい映磁のつEい。
・裁と子 1加入。出演:高揖高校、江南高韓

交号室術教室 デッサンコース
石膏デッサYの見方、搭き芳、考え方自ア
ドパイス。

• 5 月 13日 ~7 月29日毎週火曜日午後6時30

分から8時3切れ
・青掠・一般20人を対象。相餌費は自己負損

公金管楽器教室義縫編
ジャズの好きな方、欧費楽をやっている人

一時親留をやめている人など、 ζζで楽器を

マスタ}しよう。

・ 5 月 14 El ~7 月初日毎週水曜臼午按6時30

分からE時30分。
・青庁15入。議樹立持参のこと。

合古都鎌倉の史跡めぐザ
一一新緯の錦禽畳散揖する一一

。書<!i)主会 5 月22 臼、 23臼午前1世帯~12時ま

でと、午債 6時30分~8時.30分までのニ回
・鎌窟のみどζろを解説。時間は各自選択し

て勝〈。

。鱒禽巡!J 5 Jl25日〈日〉集合午前1窃時国
銑諜意訳西口小公翻前

・青年、一般国O入。拝観軒、あ車費、昼金持

毎週月曲目、4月29呂、5月3日、
5月6臼
》終盤しものの申し込みは態務またはお気軽に

来館主主。電話32-7029

利用券の更新について

昭和52年度 Cfl召和52年 4月へ 53年 3月〉に
利用券の発行を受けた方は、有効期限3年を
経過しましたので、 cの 4月以後、寄書替え
になる回

受離の際必要なものは、住所の確認できる

も白を、また、住所¢変更のない方は、前の

利用券を持ってくる。更新は前の利潤券と引

き構えになるので、必ず利用券の持番を。

紛失された方は、その旨、職員に申し出'1:，

1:<狭E霊会
• 5月111ヨ〈臼)1器時、 14時
「媛曹jカラ}、 93分。出演岩下活研、
藤光子、貯員千，曹子

会こども験翻会
・4Jl27日〈臼〉間帯、日時
「まえがみ大蕗iカラー長編アニメーショ
ン。 75分
・5月間日〈尽)1官時、 14時
「ジムとポYーのアドベYチャー」カラ』
プニメ」よノョジ、 43分
合体恕臼、毎週月磯目、月末呂、祝呂 C4月
29B、 5月3日〉振替体日 C5Jl6El)

す土曜観察会

土曜日の午笹都Dひとときを、自然融需で過

なしては。毎月第2、第七土曜日午後2

時から5時まで行う。 4月、 5月¢予定は次

のとお"だが、委参加を希望書れる万は害方自案

内を送るむで、博物館へはがきで申し込みを

4月26B 雑木林の春く高根〉
5月初日 オトシプミの由!JiJミCC吉沢〉

• 5月24B ハマヒルガオと松本本〈滋障〉

公ifl然霊童察会 初夏の海辺
白日時 5月18臼〈臼〉午前9時から午後3
時まで。

・場所大磯照 ir崎海岸

-内容 磁の動物、照ヶ崎の地賞、滋障の諜

なとお観盤する。

・申し込み 5月5日までに往復はがきで博
物館へ申し込む。定員犯人。

女王主文審議読会会員募集

・対象 高校生以上の)発覚男女0

・人員 30人 E先着瀬〉
・応募方法笹子授はがきに住所、氏名、年齢

電晶子番号者明記のうえ、 4J'J25臼までに博
物館へ。

・期間 5 Jl I7B~来年 3 月 7 日〈第 1 、第

3 土壇尽〉。時閣は午後2時~4時。

会博物館午254浅関前112-41電話33--5111

アト』エ キ氷マ旬報

翻碁 近代持棋

いちと絵本: 暮しの設計

海 暮しの手帖

栄養と料理 (0)ま

FMフアジ 群f象
E菌芸ガイ?と }丹羽J絵本とお謡
大相撲 i月初j社会教育
鏡子読書 月刊支丈ガイド

醤識の友 丹羽ど労樹問題

会社i'1J苧報 現代詩手帖

軒学朝日 j航空ファン

小型自峡麗 j ジュJ]スト

子棋の軒学 [商厨界

自然 i 諸君
CQヘムラジオ ι 初揖のラジオ

足首想の掛学 ! 新宮芭完

視聴覚教育 新臼本文学

実業の臼本 j スク!)~/'

週刊東洋経揮 ;位界

住宅画報 i 短歌

手づくりライフ つり人

テニスマガジY マダム

ニューハヲス みずゑ

農耕と関芸 ミセス

納本i腫報 l みんなの臨書館

俳句 1 無顧と実験

重量([特襲 模型とラジオ

判例j時報 モア

盟問ジュ;_;スト ラジコン技術

ベピ}エイジ 驚史宇帖

法学セミナ} 療史読本

盆栽世界 l 歴史と人物

都市問題 レコード芸柄

全 113タイトノレ。当月号をのぞい
て貸し出しもする。む湾当Ui容を。

会みんなで調べよう平塚のツバメ
一一一読査協力者轟輯ー~一

平埋にすんでいるYパメの種類、市街地と
郊外ではどちらか多いかなどを、みんなで調

べてみたいと忠弘各自、 1加X2胸ぐらい
の区域を分担し、県の位監を謂べよう。

。打ち合わせ 4 Jl27B午後2時~4時、斜
学教室で行う。

O調査 4 月28臼 ~5 月初日までの簡に、事

自つむう四よい呂に。

。まとめ 5月31日 C土〉匂按2時から。
-申し込み往復はが告で4月22日までに博
物館へ申し込む。ただし、小学校4年生以

下は、父5もが調査を手伝って〈ださる方。

合体重量学習シリース タコを作ろう
・日時 5 月11日仁田コ 9 月30分~16時。

申し込み 4 Jl23臼までに往復はがきで、
博韓議官へ申し込む。

・定員 20入、応界多数のときは拍せん。
・対室長小学校5年生以上。

会太織の黒点を観察しよう
e 日時 5月18日〈日〉午前11時半か島午後
1時まで。
ー内容太陽黒点を望遠鏡で調べ品。

・申し込み 5月8日までに往復はがきで
博物館へ。幸い場合は抽せんで30.人。

1:<デ γサン教窓会祭募集
対象は、なるべ〈年関連して番加できる方。

咽 Aコ}ス揺月第2土・
Bコ日ス毎月第2木，
・時鶴午前9時から午後4までe
-定員各コース30入、先着煩e
・期間 5月から来年3月まで。

・申し込み 4 Jl20臼までに往復はがきで帯
物館へ。



5月 8日揮鑓セン点一
国生ワクチジの投与方法がさじから

ピペットに変わDました。

一一ー保健所だよりー~
φ平理係瞳所〈禽話32 引30)
母子健療手帳をお持ちくだdい。

重量対象・接種当日に備 3~'丹を経過

して、 18か月未満の乳幼児〈満18
か月に逮しないうちに2回の服用、
をすませる〉鍵鹿上田潔由で畳0:1~顔湯所平壇探鑓所
られなかった人は、満4寵に逮し j露時間午後1時から2時まで
ないうちなら受けられます i[3語、河児健診1
4月幻自 市民センター旭公開官 15R98 55年 1 月間~10日生

高中央農協土沢支所 ~ 5月16尽 55年 1 月 11 臼 ~20日生
24日 大野公匡強宮 ~ 5月23日 55年 lR21 臼 ~31日生
国豊田公民館 t 
横内部地集会場 ~ [3歳児健診3

25臼 中原公民館金呂公民館 i5R88 52年 3 月 1 臼 ~10日生
出岡崎公民館 i 5 R22日 52年 3 月 11 臼 ~20日生

5月7日 神出公民主官 i 5R298 52年 3 月21 日 ~31日生

出金田弘民館

主主按10か月から12か月未満白赤ち
ゃんが受ける健診 s 受診できる医療

構鳴が限られているので、くわしい

ζ とは揮健所におたずねそ。

は2回 3@]とも3遊間';'08週明
書留第2鶏 I1蛮受ける
・対象第1綴の3閤告が終わって
から1年以上1年 9か月以内の期間
に受ける。なお、第 l期は早めに受

けて、第2識もなるべ<4歳までに
終了するようにしていただきたい。

4月16日 市民センタ← 旭公民議官
束中央農協土沢支所

17日 大野公罫議官 横内臼文民義
会所出輩出公匡議官

18日 時鰻センター

美ちゃん
まを平車市筆平6の11 平監郵便局
にお勤めの松井彰さん (29歳〉と
藤子さん (25龍〉の長女。現在3
か月半で体重 6，2k9、身長63Clll、
54年12月22臼生まれ。
郵便局を退職されたばかりの武

軍おじいちゃん (62歳〉が話し相
手。おばあちゃんく60揖〉やママ
と遊び相手には不自由しない。お

ふろが大野きで、どんなにきげん

か悪くても、すぐおとなしくなる

という良い子の捗薫ちゃんだ。

躍寄1歳までの赤ちゃんならどなた
でも受けられる。栄韓、主主話集輔、

発宵等膏児』こ潤ずるいろいろな問題

在、お母ざんと一一緒に曙える。時間

は 9時30分から1日時30分、母子健康
手繰を持書する。

4月17臼豊田公E設E
4月22臼 旭公民望宮
5月 B尽 E吉沢公民館
5月12田 市役所B金聾芝草
5月158 金呂公民笠宮

翻対象 1揖 6';明者迎えた幼児
綴受付時間午佳1時';'ら2時
磁会場保健センター

重量持事ずるも白 母子健麗手帳、謹

記用具、母了俊鹿引曜日日間

盤臼程

4R22日 53年10月 1臼 ~15 [J主主

5月 6日 53年10月訪日 ~31日生

5月13日 53年11月 1 臼 ~15日生

雇題対象 1輯 6か月を迎えた幼児
童書受吋時間 午後 1 時~2時

豊富会場環鍵センタ」

重量持害するもの 母子爆鹿手帳、軍

記用具

畿日程

4月17日 53年10月 1 日 ~15 [J主主

5 !l15日 53年10月 16 臼 ~31日生

で
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E花木、立でしこ地区1

J守1613ClK) 唐ケ際、撫子原自治金

タ 17日仁木)18El (金〉 花水台白柏会

ク 19日(土〉 紅グ1'¥西部自治会

ク 21日〈月〉 紅タ揖東部自治会

タ 23日げて)24日仁木〉 筆平自治会

ク 25E1(金〉 挑摂留了自治会

。26日 C::I=) 認域 {r丘自治会
ク 28日 E月)30日 C京)5月 1釘(;;K)

海開地区町会

富士見町内会

豊lii<I!IJ内会

三区町内会、江の電住宅

二葉会

タ 8日仁木〉 四区町内会、二十四軒町

自治会

タ 10日仕二〉 五区町内会

.c-12日仁丹〉 中里町内会

タ 13日〈火) f'lj仲町町内会

v 14日 α015臼〈木〉 諏訪町町内会

ク 16日 C金〉 柳町町内会

ク 17日 E土〉 上平塩町内会

E富士見地区1

5!l2日(金〉

タ 6日〈火コ

タ 7B('*コ

青年教案は、働くあなたがモの余慢に主主活技

指や趣味、教聾などを高める「学習と仲間づく

担のひろばJです。

。期務 55年 5R~55年 2 月

や蝿格市内に在住夜勤由勤労青少年

男女18麓~25歳までの方。

く〉申し込み南青少時課に申i品審があるので
記入し、青少年課(23-1111円融505)へ

。締め切o 4月30B(オO まで。

コース案内①茶道学親②車道学級

司〉毛筆学級@:写真学級⑤ベY字学紐⑥絵

留学級¢手工芸学級③掛理学級⑨lレタD
ング学経骨教聾学組

お年寄りに豊かで楽しい毎日ぞ送っていただ

くために、福枕会館では趣味の講座を関心

各コース共初めての方でもできる内容。お気軽

に罫加を。

。捷 措市内在住50歳以上の万
。申し込み福祉会館へ常務 (33-2333)か、
はがきで。(干254平壇市埠分1-43コ
国原則として1人 1コース。先着煩
く〉コース①苧芸(5 月~2 月〉月 2 回定員20人

喧書道 (5 月~2 月〉月 1 回 ~20人

@橿鶴痛み(5 月~2 月)R 1間 .fr20入
③俳句 (5 月~2)守〉月 1 密タ 30人

@B本調鏑仁 5月~2 月〉月 2 回タ20.入
⑥能額 (5 月~12月〉汚 2n司 <-20人

⑦版@I (5R~1l月〉月 1 回ク 20人
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ト
代
一
千
円
納
め
て
い

た
戸
ど
。
先
着
二
百
人
。

る
。
相
談
希
望
者
は
、
前
日
ま
で
に

電
話
(
幻
l
六
一
八
六
)
で
お
申
し

込
み
を
。

マ
日
時

4
月
初
日
(
日
)
午
前
ぬ

時
か
ら
午
撞
4
時
ま
で

マ
会
場
文
化
セ
ン
タ
ー
〈
博
物
館

青
少
句
会
開
、
閉
山
轡
館
)

東
南
ア
ジ
ア
の
融
制
渓

救
済
に
一
円
玉
募
金

住
宅
金
融
公
薗
の
説
明
会
が
聞
か

れ
る
。
希
望
さ
れ
る
方
は
出
席
者
。

マ
白
時

4
間
十
四
日
〔
土
)
午
控
2

時
か
ら
3
時
刻
分
ま
で
。

マ
会
場
横
浜
鑑
行
平
壇
支
厨
三
階

会
議
室

マ
説
筋
金
内
容
五
十
五
年
度
住
宅

金
融
公
繭
申
し
込
み
観
警
の
説
明
。

タ
イ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
多
く

の
難
問
問
者
か
か
え
で
抱
っ
て
い
る
。

横
浜
地
方
裁
判
所
管
内
平
揮
簡
易

裁
判
所
は
、
己
白
ほ
ど
薪
庁
舎
霊

感
し
、
去
る
三
月
二
十
七
日
移
転
し

た。マ
所
在
地
平
誼
市
平
壇
一
九
八
七

マ
電
話
出
品

i
O五一一一一

円、間
四
千
七
首
八
十
六
円
、
小
山
繭

久
一
方
向
、
一
市
民
六
ヰ
問
、

岩
並
歯
掛
握
腕
六
千
殴
吉
円
、
小

山
由
ト
ヨ
一
一
「
万
円
、
大
久
時
議
事

六
千
円
、

T
Y
二
千
円
、
馬
鳥
八

郎
四
千
円
、
土
麗
抄
鶴
寺
一
一
万

一
千
三
吉
凶
十
問
問
、
ベ
ー
カ
リ
ー

シ
ェ
ン
ア
ル
ン
八
千
四
宮
六
円
、

匿
名
一
一
平
向
、
詠
歌
講
議
寅
支
部

二
万
町
内
、
高
田
交
友
会
二
万
五
千

円
、
柏
槙
馬
子
四
千
円
、

g産
車

体
中
原
賢
二
万
一
千
七
百
五
十
四

月
、
平
壇
競
輪
場
従
業
民
組
合
二

万
円
、
中
原
中
学
校
生
括
合
五
万

一
千
六
一
百
四
円
、
や
き
と
り
の
ぶ
ち

ゃ
ん
一
万
六
千
二
筏
八
十
三
円
、

岩
輔
光
雄
五
千
円
、
震
名
五
万

円
、
伊
藤
首
吉
一
一
一
千
円
、
平
器
購

苑
学
関
幼
稚
悶
々
児
一
同
一
万
五

千
六
百
円
、
山
口
平
八
四
千
円
、

江
続
中
学
校
一
年
二
紹
九
百
二
十

一
一
一
円
、
鈴
木
品
ふ
L
T
八
百
二
十
二

あ
ま
た
の
五
月
は
赤
十
字
募
金
運
動

わ
た
く
し
た
ち
の
λ
間
社
会
は
赤
主
主
持
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

温
か
い
人
間
愛
の
気
持
弘
治
ふ
れ
れ
て
い
る
。

あ
う
乙
と
に
よ
っ
て
、
明
る
い
社
今
年
も
五
月
一
日
か
ら
白
赤
社

会
が
襲
か
れ
て
い
る
。
員
増
強
運
動
が
実
施
さ
れ
る
の
で

赤
-
T
宇
は
、
み
な
さ
ず
ん
の
善
意
市
民
の
み
な
事
ん
も
ぜ
ひ
協
力
し

を
結
集
し
て
、
腐
る
ミ
平
和
な
社
て
い
た
戸
高
♀
ι
い
。
運
動
期
間
中

金
空
襲
く
た
め
に
、
災
害
教
護
、
は
、
事
仕
者
の
万
々
が
葬
#
活
動

愛
の
獄
血
事
業
、
医
醒
事
業
、
曹
の
た
め
、
お
う
か
が
い
す
る
の
で

護
輔
の
議
成
、
閣
際
救
護
活
動
な
と
協
力
を
。

ど
白
事
業
会
行
っ
て
い
る
。
己
れ

E

日
赤
平
塩
市
地
区
事
務
宮
町
(
福

ら
の
事
業
は
毎
年
待
わ
れ
て
い
る
祉
会
館
内
〉
電
話
お
一
一
一
二
三
一
一
一

お米{ま県宝ま録米j吉の看板

のあるi苫で資いましょう

E 中腰掛柿跡地平理駅構内て大工E7年〉 一一>9<一-
i 中原御林の跡地
E 中原御林仁おはやしコの跡地と 2部分ノ拝皆フ許サレ、村民ノ失望
E公共施設とは識に関開力、司栗い。関 i一方ナラズ、三百年来縁故揖カラ
2治12年、調鮫地の一部に中原1I学 :11'ノレ村内四拾余町会伝/櫛料地ハ、
三校の前身である中原学校が設けら !全ク借入ノ左右スル所トナp、村

2れたのをはじめとして、同20年に ，1雪中無力ノ議ハ恨ア呑ミ右拝告人
三重野宿嗣林に当たるmに平壇停車場 :ニ膝'7屈乙ノテ右主開Y借受ケ、告
さ 仁王語、平援駅コ、同41年には県立 ;地相ノ如キ、拝皆人ナルモ/中間
E平離農業高校の前身である県立農 2ニ立チテ烈1J3占メ、村民ノ先祖ガ

言葉学校が認訪君臨個林跡の一部を中 素地/開懇ヨ旦苗木/植付、又ハ

E心に建設された。また、周年から j造林一切ノ樺謹モ、丹精ア蝿仁っ
き操業者開始した滋軍火薬廠む前身 ，<)シタノレ甲斐モナ夕、金ク無関

Eである日本火笑製造会社仁白ち日
E ヌ~i爆車禁llJ製造揖式合社と敬称〉は

E比丘尼櫛体跡地を串G，十こ設立され
=た。

三 その閣の期積樹立、その大部分を

5地元の御林関陣者ろま信用し、次い
Eで払い下げを受けた。しかし、モ
三れまでになるには、次のような地

三元民の努力があった。

三 中原上下向指42illJ酔余りの跡地

Eは、そ白大部分を遠グ相良のわ警
き士早野謙蔵が暗汚していたが、 ζ

言の土地¢払い下げを受けようとし

Eた者が現れた。こめ持たち上がっ
三たのが中原と下関宿民で、前回掲

E載した時宿民輪代の慎駁劃立、モ
白時のものである。その親書には

「其/伎誘場開皆、、当村ニf可等/

早朝係ナキ、又、轟林ニ対シ些少ノ

繰故ナキ早野菜ナノレモノニ、其大

くろうだん〉シ、加工、近来聴

ク所ニ怯レノ咋デ捌斜地棋王ヂム下ノ儀

窃(ひそかコニ運動シ侯モノ有之

由、一間豊臣健仁ゅうく〉寝貴ア宏

ンぜズ、fi/]，字額クハ云々 Jと言己し

黄し下げ、払い下げいずれにして

も地元民を対象にしてほしいと摺

制局長岩村通控に提出した。

比丘尼樹林跡地を申むとする所

は前記会社に収用されるが、強p

は地元民に払い下げられ、また、

被設使用料

・結婚式場。---2，OOOF弓

・披露事会場 -50人以下 2.200f'l 

T" ......80人以下 e 予 2.5∞円
出問い合わせば市民センター事務局箱詰(32)2235へ。

う
よ
す
っ
仁
翫
乙
う
と
せ
ず
、
う
つ

向
き
加
減
で
、
ひ
と

ρ
一富山川多

〈
、
落
ち
着
き
が
な
い
し
、
昨
議

長
島
い
と
こ
ろ
が
昆
ら
れ
ま

し
た
が
、
向
島
か
の
来
訴
の
接
、

次
第
に
自
分
が
出
せ
る
辛
つ
に
な

り
ι
時
間
鰐
工
求
で
夢
中
背
議
ぷ
ζ

と
が
出
来
る
よ
五
つ
に
な
り
ま
主

M
君
を
思
い
つ
き
の
動
か
ナ
ζ

気
が
弱
い
、
い
己
め
っ
子
白
的
と
に
力
を
注
い
で
き
た
の
で
す

に
さ
れ
る
と
い
っ
て
、
相
談
に
来
が
、
初
め
白
h
d
b
は
、
お
姉
さ
ん

ら
れ
た
お
母
さ
ん
。
と
荘
拍
車
来
な
い
喜
フ
な
状
態
だ

一
一
年
生
の
一
男
の
子
で
、
年
上
の
っ
た
白
が
、
し
ま
い
に
は
汗
ぴ
つ

子
に
は
近
寄
れ
な
い
。
話
も
出
来
し
よ
め
仁
な

P
な
が
ら
、

M
若
な

な
い
で
、
一
摘
に
遊
ぴ
に
入
っ
て
り
の
遊
び
が
思
ろ
存
分
、
し
か
も

い
け
な
い
、
既
目
指
友
遺
伝
追
い
工
夫
し
な
が
坦
展
開
出
来
る
よ
フ

か

P
Rて
有
本
気
系
汐
留
に
な

ρま
主
~

っ
て
大
汗
か
い
玄
帰
っ
て
来
る
。
題
接
伊
続
け
て
い
く
中
で
、
子

そ
れ
に
、
す
ぐ
ピ
ク
ッ
一
一
戸
二
酔
発
供
へ
白
か
か
わ
阜
万
に

と
す
る
。
第
弱
い
ん
汽
J
色
、
千
つ
い
て
、
髄
つ
か
の
反

で

し

ょ

主

。

弾

事

?

を

す

る

ζ

と
が
出
来

随
分
ひ
ど
い
自
に
由
一
二
一
台
一

γ持
た
毒
事
ん
は
、

ζ
の

っ
て
も
、
ど
っ
こ

2
苦一口

F
丘
〈
ニ
d
墳
、
不
安
も
す
っ
か
D

わ
な
い
。
我
喧
強
い
よ
惑
『

A
J
Hレ
と
れ
て
、
両
F
が
や
っ

う
に
思
叉
で
、
で
も
、
一
ご
ニ
一
二
一
週
て
い
け
る
自
信
を
持
た

反
発
出
来
な
い
自
分
事
長
し
れ
る
ま
立
に
な
り
ま
し
た
E
M
君

て
い
て
、
自
分
を
外
に
出
ぜ
な
い
の
成
長
を
見
守
る
己
と
の
出
来
る

と
こ
ろ
が
示
安
で
、
強
い
気
持
ち
辛
つ
に
な
っ
た
お
母
苧
ん
。

を
持
た
せ
た
い
固
自
信
を
つ
け
た
醤
わ
れ
た
遥
D
甘
街
包
反
抗
も

い

ん

亡

す

。

な

〈

、

世

話

の

開

け

な

い

い

い

子

早
速
M
君
に
は
滋
戯
暗
法
を
、
だ
っ
た
M
君
が
、
元
気
な
し
っ
か

お
母
さ
ん
に
は
面
接
相
談
を
始
め

P
ぶ
騒
い
心
に
な
っ
て
〈
れ
る

る
ζ
と
仁
ヤ
ま
し

F、
の

も

開

も

な

い

ζ
と
で
し
ょ
う
。

しt2~~ー{

トヨタオート新神高11138車、高周波実技調〈揖〉
52本、富士チタン工業〈揖)19本、間崎地区自治
畠72.車、横内地区日惜会 129輩、既製作所〈楳〉
33京、モダジプラステyク工業〈株)37車、仁樟〉

ヲロコ製作所 29~位、

〈樺〉三三和ケミカノレ41
京、高桜香軒工業

〈株)52本。

o巡回日程 4月初日(ガ()10時 ~151持撞洋平

瞳工場/4月20日〈自)10時~15時金田公民態

E金田地区自治会)/4月23臼〈オ() ，24日C木〉

・5月 6S (VO 101待 ~15時東海大学体膏金本

部/4月26日〈土)1四時~15時 だいくま前 clし

らさぎライオンズクラブ〉
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